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砂
糖
は
も
と
も
と
わ
が
国
で
は
生
産
さ
れ
ず
中
国
な
ど
か
ら
も
た

（
１
）

ら
さ
れ
た
も
の
を
主
に
薬
種
と
し
て
用
い
て
き
た
が
、
中
世
に
は
菓

（
２
）

子
類
な
ど
の
調
味
料
と
し
て
普
及
す
る
よ
う
に
な
り
、
近
世
に
は
オ

ラ
ン
ダ
・
中
国
な
ど
の
貿
易
船
に
よ
っ
て
多
量
に
輸
入
さ
れ
、
高
利

（
３
）

益
を
あ
げ
得
る
交
易
ロ
叩
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
七
世
紀
後
半
頃
か
ら
幕
府
の
財
政
事
情
が
悪
化
す

る
よ
う
に
な
る
と
、
幕
府
要
路
の
人
々
や
経
済
学
者
な
ど
の
間
で
長

崎
貿
易
で
支
払
う
わ
が
国
正
貨
の
海
外
流
失
を
抑
制
す
る
こ
と
が
政

策
課
題
と
な
り
、
貿
易
の
縮
小
制
限
論
や
海
外
産
品
の
国
産
化
を
促

す
機
運
が
起
る
中
で
、
砂
糖
に
つ
い
て
も
原
料
で
あ
る
甘
蒔
を
国
内

に
栽
培
し
製
糖
事
業
を
興
す
必
要
性
を
唱
え
る
人
々
が
い
た
。

は
じ
め
に

法
政
史
学
第
四
十
三
号

和
製
砂
糖
開
産
史
の
研
究

ｌ
池
上
幸
豊
の
製
糖
法
伝
法
を
中
心
に
Ｉ

ま
ず
、
宮
崎
安
貞
は
元
禄
一
○
年
（
一
六
九
七
）
に
刊
行
し
た
『
農

業
全
書
』
で
、
砂
糖
は
「
常
に
人
家
に
用
ゆ
る
物
な
る
故
に
本
邦
の

貴
賎
財
を
費
す
事
甚
し
、
是
を
種
ろ
事
よ
く
其
法
を
伝
え
（
中
略
）

若
其
術
を
尺
し
て
世
上
に
多
く
作
ら
ぱ
、
ゑ
だ
り
に
我
国
の
財
を
外

国
へ
費
し
と
ら
れ
ざ
る
一
つ
の
助
と
な
る
べ
し
」
と
唱
え
、
し
か
も

「
是
を
諸
国
に
広
く
作
る
事
は
、
国
郡
の
主
に
あ
ら
ず
ぱ
速
や
か
に
行

は
れ
が
た
る
べ
し
」
と
、
正
貨
の
海
外
流
失
抑
制
策
と
し
て
幕
藩
領

（
４
）

主
の
主
導
に
よ
る
砂
糖
国
産
化
を
は
か
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

ま
た
、
六
～
七
代
将
軍
の
も
と
で
幕
府
の
政
策
立
案
の
中
枢
を
担

っ
て
い
た
新
井
白
石
は
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
近
衛
基
煕
に
宛

て
た
書
簡
で
、
「
毎
年
海
外
南
地
よ
り
砂
糖
の
渡
り
来
り
侯
、
も
と

よ
り
下
直
の
物
に
候
へ
ど
も
、
我
国
の
貨
を
そ
の
代
と
し
て
渡
し
侯

事
も
、
年
を
積
永
候
へ
は
お
ひ
た
上
し
く
、
つ
ゐ
に
は
六
十
余
州
通

仙

石

七
八

鶴

義
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行
の
貨
を
減
し
候
事
仁
侯
」
と
、
輸
入
砂
糖
に
支
払
う
わ
が
国
正
貨

の
海
外
流
失
を
憂
い
、
そ
の
対
応
と
し
て
砂
糖
の
原
料
で
あ
る
甘
薦

に
つ
い
て
、
中
国
で
の
栽
培
地
と
比
較
し
て
「
我
国
と
大
か
た
日
道

の
相
さ
り
候
事
は
同
じ
ほ
と
の
こ
と
と
存
じ
候
、
然
ら
ば
我
国
と
て

も
薩
日
士
紀
駿
の
州
の
地
に
う
へ
つ
け
侯
は
Ｌ
、
必
ず
繁
桁
し
候
事
、

た
と
へ
は
木
綿
陣
草
の
南
物
の
こ
と
く
な
る
へ
く
侯
」
と
栽
培
の
可

能
性
を
見
通
し
た
う
え
で
、
薩
摩
藩
島
津
家
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ

た
近
衛
基
煕
に
対
し
て
「
蕨
根
の
こ
と
に
お
ゐ
て
は
、
薩
州
へ
御
申

あ
そ
ば
ざ
れ
侯
は
上
必
ら
す
来
り
侯
へ
ぎ
事
に
侯
、
御
別
業
に
も
う

へ
つ
け
ら
れ
、
御
試
も
被
遊
ま
し
く
候
飲
、
某
へ
も
わ
か
ち
被
下
候

は
Ｌ
、
相
州
の
知
行
所
に
暖
地
有
之
候
に
、
う
へ
試
承
た
く
候
」
と

い
い
、
す
で
に
琉
球
に
お
い
て
黒
砂
糖
を
生
産
し
て
い
た
薩
摩
藩
か

ら
甘
薦
苗
を
譲
り
受
け
、
基
煕
に
も
試
植
を
す
す
め
、
自
ら
も
相
模

（》ｂ）

国
の
知
行
地
に
試
植
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
を
伝
鰐
え
て
い
る
。

ち
な
承
に
、
長
崎
貿
易
を
通
じ
て
輸
入
さ
れ
た
出
島
糖
あ
る
い
は

唐
紅
毛
糖
と
呼
ば
れ
る
砂
糖
は
、
寛
永
以
後
正
徳
年
間
ま
で
は
年
間

一
一
一
五
○
万
斤
、
正
徳
以
後
は
四
三
○
万
斤
に
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、

例
え
ば
寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
の
中
国
船
に
よ
る
輸
入
量
は
五

七
五
万
五
○
○
斤
、
正
徳
元
年
の
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
両
国
船
に
よ
る

輸
入
量
は
五
八
六
万
二
○
六
○
斤
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
制
限
量
を
は

（
６
）

る
か
に
超
過
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
白
石
を
は
じ
め
と
す
る
幕
府
要

和
製
砂
糖
開
産
史
の
研
究
（
仙
石
）

路
の
人
女
に
と
っ
て
は
、
長
崎
貿
易
に
費
す
正
貨
の
海
外
流
失
抑
制

策
の
一
環
と
し
て
砂
糖
の
国
産
化
事
業
を
興
す
こ
と
が
殖
産
政
策
の

大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
況
の
も
と
で
、
砂
糖
の
国
産
化
を
は
か
る
必
要
性

は
享
保
改
革
期
に
徳
川
吉
宗
に
も
認
識
さ
れ
、
享
保
二
年
（
一
七

二
六
）
か
ら
幕
府
の
殖
産
興
業
策
の
一
環
と
し
て
具
体
的
に
模
索
・

試
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
経
緯
は
、
吉
宗
の
小
姓
役
を
勤
め
た
磯
野
政
武
が
著
わ
し
た

「
仰
高
録
」
に
よ
る
と
、
吉
宗
は
同
年
八
月
「
甘
蕨
栽
培
法
を
普
く

諸
国
に
尋
ぬ
。
此
の
時
廩
門
の
船
頭
李
大
衡
来
て
長
崎
に
在
り
。
命

（
７
）

じ
て
製
糖
法
を
録
進
せ
し
め
」
た
と
あ
る
。
ま
た
「
有
徳
院
御
実

紀
」
に
よ
る
と
、
「
砂
糖
も
今
は
日
用
欠
き
難
き
物
と
成
れ
ば
、
唐

土
よ
り
来
る
を
待
た
ず
、
我
国
の
産
を
こ
そ
用
ゆ
く
け
れ
と
て
廿
薦

栽
培
の
法
を
普
く
尋
ね
給
ひ
し
に
享
保
十
二
年
松
平
大
隅
守
継
豊
が

家
人
落
合
孫
右
衛
門
と
云
ふ
も
の
薩
摩
国
よ
り
出
て
来
れ
り
。
培
植

の
事
を
も
委
し
く
申
し
け
れ
ば
、
其
の
教
を
受
け
し
め
、
浜
の
御
庭
に

て
作
ら
し
め
給
ひ
、
又
駿
河
長
崎
等
の
地
に
も
植
へ
ら
れ
、
延
享
の

は
じ
め
に
は
、
専
ら
こ
の
事
を
沙
汰
し
給
ひ
、
深
見
新
兵
衛
有
隣
等

に
仰
下
さ
れ
て
、
天
工
開
物
を
は
じ
め
府
志
、
県
志
等
諸
書
よ
り
考

へ
集
め
ら
れ
、
又
長
崎
に
来
り
し
唐
商
李
大
衡
、
瀞
竜
順
等
に
も
問

は
し
め
ら
れ
し
か
ぱ
、
各
製
造
の
事
を
書
て
上
れ
り
。
吹
上
御
庭
の

七
九
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下
吏
岡
田
丈
助
某
と
云
へ
る
は
、
心
利
き
た
る
も
の
に
て
、
梢
製
造

に
熟
せ
り
。
小
姓
磯
野
丹
波
守
政
武
屯
仰
を
詩
て
、
吹
上
に
到
り
火

候
等
試
ふ
し
事
も
あ
り
。
し
か
も
そ
の
頃
は
土
性
に
応
ぜ
ざ
る
に
や

唐
土
の
如
く
多
く
は
出
来
難
か
り
し
か
ど
、
寛
政
の
始
に
至
り
て
は

諸
国
共
に
多
く
作
り
出
し
、
唐
よ
り
も
盛
ん
に
行
は
れ
大
師
河
原
な

ど
の
地
に
て
は
、
氷
糖
を
さ
へ
容
易
に
製
す
る
こ
と
と
な
り
し
も
、

全
く
こ
の
御
時
の
御
心
の
錠
の
漸
く
表
は
れ
け
る
に
こ
そ
あ
り
あ

れ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
享
保
二
年
に
着
手
さ
れ
た

（
８
）

砂
糖
の
国
産
化
は
寛
政
期
に
は
各
地
に
普
及
し
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
砂
糖
国
産
化
事
業
は
前
述
の
よ
う
に
幕
府
の
主

導
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
幕
府
の
殖
産
興
業
策
と
密
着

し
な
が
ら
実
際
に
甘
藤
栽
培
法
・
製
糖
法
の
試
行
を
繰
り
返
し
、
こ

れ
ら
の
伝
法
・
普
及
に
尽
力
し
た
人
物
が
武
蔵
国
橘
樹
郡
大
師
河
原

村
の
名
主
役
を
勤
め
た
池
上
太
郎
左
衛
門
幸
豊
で
あ
る
。

池
上
幸
豊
は
、
享
保
三
年
大
師
河
原
村
に
生
ま
れ
、
一
二
歳
の
と

ぎ
父
幸
定
の
跡
を
継
ぎ
同
村
名
主
役
を
世
襲
し
、
元
文
二
年
（
一
七

三
七
）
か
ら
成
島
信
遍
（
道
筑
）
に
師
事
し
経
世
の
術
と
殖
産
興
業

に
基
づ
く
国
益
思
想
を
学
び
、
延
享
三
年
二
七
四
六
）
か
ら
宝
暦

二
年
（
一
七
六
一
）
に
か
け
て
、
多
摩
川
河
口
の
海
辺
部
の
新
田
開

発
を
幕
府
に
献
策
し
、
つ
い
に
池
上
新
田
を
開
い
て
い
る
。
彼
は
こ

の
事
業
の
一
段
落
し
た
宝
暦
二
年
か
ら
本
格
的
な
製
糖
事
業
に
取

法
政
史
学
第
四
十
三
号

磯
野
政
武
の
著
し
た
「
仰
高
録
」
に
よ
る
と
、
享
保
一
二
年
幕
府

は
琉
球
よ
り
取
り
寄
せ
、
浜
お
よ
び
吹
上
御
苑
に
試
植
し
た
廿
蕨
を

武
蔵
国
葛
飾
郡
砂
村
新
田
・
橘
樹
郡
大
師
河
原
村
等
へ
移
植
し
た
と

（
Ⅱ
）

い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
大
師
河
原
村
と
は
池
上
幸
豊

の
居
村
で
あ
り
、
こ
の
と
き
の
同
村
名
主
役
は
父
幸
定
で
あ
る
。

幸
豊
が
認
め
た
「
和
製
砂
糖
一
件
御
用
相
勤
来
候
由
緒
書
」
に
よ

る
と
、
池
上
家
が
糖
業
と
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、
「
砂
糖

製
法
心
掛
ヶ
候
は
享
保
之
度
異
国
よ
り
甘
藤
苗
御
取
寄
、
武
蔵
国
新

田
へ
御
植
付
御
座
侯
節
、
御
小
納
戸
御
頭
取
磯
野
丹
波
守
様
御
取
扱

ヲ
以
、
植
付
方
御
掛
り
御
代
官
川
崎
平
右
衛
門
様
よ
り
右
苗
六
根
頂

り
組
糸
は
じ
め
、
寛
政
一
○
年
二
七
九
八
）
に
没
す
る
ま
で
、
甘

藤
栽
培
・
製
糖
技
術
の
改
良
と
伝
法
・
普
及
、
製
糖
人
口
の
育
成
と

拡
大
を
は
か
り
、
国
産
砂
糖
（
以
下
、
輸
入
砂
糖
に
対
し
て
和
製
砂

糖
と
い
う
）
の
流
通
機
構
の
確
立
を
は
か
る
た
め
砂
糖
座
の
設
置
を

幕
府
に
は
た
ら
き
か
け
る
な
ど
、
和
製
砂
糖
の
盛
業
化
に
尽
力
し
て

（
９
）

「
和
製
砂
糖
の
一
元
祖
」
た
る
地
位
を
築
い
た
人
物
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
池
上
幸
豊
が
実
践
し
た
砂
糖
国
産
化
事
業
の

展
開
と
廿
蕨
栽
培
・
製
糖
技
術
の
伝
法
・
普
及
に
果
た
し
た
役
割
に

〈
、
）

つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

池
上
幸
豊
と
和
製
砂
糖
の
開
産

八
○
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（
吃
）

載
仕
」
と
あ
り
、
享
保
年
中
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
右
の
記
事
に
「
御
代
官
川
崎
平
右
衛
門
様
よ
り
右
苗

六
根
頂
載
仕
」
と
あ
る
が
、
川
崎
平
右
衛
門
が
代
官
に
登
用
さ
れ
た

時
期
は
宝
暦
四
年
二
七
五
四
）
七
月
で
あ
り
、
池
上
家
が
享
保
年

中
に
甘
薦
苗
を
入
手
で
き
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
「
仰
高
録
」

に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
大
師
河
原
村
に
移
植
し
た
苗
を
、
池
上
家

が
管
理
を
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
同
家
が
砂
糖
国
産
化
の
た
め

廿
藤
栽
培
に
本
格
的
事
業
に
取
り
組
む
ま
で
に
い
た
っ
て
い
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

池
上
家
が
砂
糖
国
産
化
事
業
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
幸

豊
の
と
ぎ
で
あ
る
。
そ
の
時
期
は
前
述
の
由
緒
書
を
は
じ
め
多
く
の

池
上
家
文
書
で
は
享
保
年
中
か
ら
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
幕
府
の

砂
糖
国
産
化
事
業
の
始
ま
り
と
呼
応
さ
せ
る
た
め
の
意
図
的
な
記
述

で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
由
緒
書
の
下
書
で
は
、

初
め
に
「
什
三
年
以
前
延
享
一
一
一
寅
年
始
而
蕨
種
ヲ
得
」
と
書
か
れ
た

個
所
を
抹
消
し
、
「
三
十
年
以
前
享
保
年
中
始
而
蕨
種
ヲ
得
」
と
書

き
改
め
て
い
る
。
ま
た
、
明
和
六
年
に
幕
府
勘
定
所
に
願
い
出
た
廻

村
願
の
写
し
の
文
中
に
「
私
儀
砂
糖
製
法
心
掛
ヶ
候
は
、
几
弐
拾
ヶ

年
以
前
延
享
年
中
よ
り
之
儀
一
一
而
御
座
候
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
砂

糖
製
法
勘
弁
」
に
も
「
延
享
五
辰
年
製
法
之
秘
事
肥
前
国
長
崎
人
◎

和
製
砂
糖
開
産
史
の
研
究
（
仙
石
）

伝
諺
其
後
日
向
国
日
高
氏
を
養
諺
又
長
崎
小
曽
根
氏
養
子
活
州
ヲ

養
、
是
製
法
ヲ
可
問
ダ
メ
也
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
幸
豊
が
甘
藤
を
入
手
し
得
た
時
期
は
延
享
三

年
で
あ
り
、
こ
の
直
後
か
ら
製
糖
法
の
修
得
に
努
め
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
い
ま
だ
幕
府
の
砂
糖
国
産

化
事
業
に
即
応
し
た
し
の
で
は
な
か
っ
た
。

幸
豊
が
幕
府
の
砂
糖
国
産
化
事
業
と
直
接
的
に
か
か
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
宝
暦
二
年
に
田
村
元
雄
に
出
会
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
延
享
年
間
か
ら
一
七
年
間
の
歳
月
を
か
け
て
中
国
の

『
天
工
開
物
』
等
を
も
と
に
製
糖
法
を
編
承
出
し
た
田
村
元
雄
は
、

宝
暦
二
年
手
製
の
砂
糖
を
勘
定
奉
行
一
色
政
抗
に
検
分
を
受
け

た
。
こ
の
砂
糖
の
で
き
ば
え
の
良
さ
に
勘
定
所
で
は
幕
府
で
植
付
け

て
い
た
廿
藤
を
同
人
に
分
与
し
「
当
冬
製
作
致
売
出
候
様
一
一
」
申
し

伝
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
元
雄
自
身
は
「
医
業
之
身
一
一
而
売
広
〆
之
事

難
致
候
間
、
外
々
之
老
江
伝
法
致
、
世
上
一
一
弘
候
様
致
候
」
と
辞
退

し
、
彼
の
代
り
に
普
及
役
を
勤
め
さ
せ
る
人
物
と
し
て
「
大
師
河
原

村
池
上
太
郎
左
衛
門
と
申
百
姓
年
来
砂
糖
之
儀
を
心
掛
ヶ
、
藤
を
も

植
置
、
年
々
少
々
シ
、
手
製
致
候
由
二
御
座
候
得
共
、
少
々
之
儀
一
一

而
碇
と
砂
糖
一
一
老
成
兼
候
様
子
一
一
奉
存
候
、
乍
去
年
来
心
掛
ヶ
中
老

一
一
御
座
侯
間
、
為
申
聞
候
〈
上
出
精
も
可
致
哉
と
申
上
侯
」
と
池
上

幸
豊
を
推
薦
し
、
同
年
五
月
同
人
を
自
宅
に
招
き
そ
の
旨
を
伝
え
て
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い
る
。
そ
の
際
、
元
雄
は
和
製
砂
糖
の
生
産
普
及
に
対
す
る
幕
府
の

趣
旨
に
つ
い
て
、
「
御
公
儀
一
一
而
製
作
被
仰
付
侯
而
者
御
入
用
掛
、
売

払
之
直
段
二
御
見
合
候
而
〈
引
合
不
申
候
二
付
、
是
二
而
〈
世
上
一
一

弘
リ
可
申
様
無
御
座
侯
間
、
下
一
一
而
製
作
被
仰
付
、
右
入
用
と
売
払

之
直
段
御
引
合
せ
御
様
被
遊
度
と
の
御
儀
と
存
候
、
其
上
一
一
而
世
上

江
弘
リ
候
様
一
一
被
遊
度
思
召
」
と
伝
え
た
う
え
、
普
及
役
を
引
き
受

け
る
よ
う
に
説
得
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
幕
府
が
自
ら
和
製
砂
糖
を
製
造
し
販
売

し
て
も
負
坦
が
大
き
く
収
益
を
あ
げ
得
る
見
込
承
が
な
い
た
め
、
和

製
砂
糖
の
製
造
普
及
を
在
野
に
お
け
る
殖
産
家
の
努
力
に
委
ね
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
幸
豊
は
、
延
享
三
年
に
出
願
し
た
大
師
河
原
・
大

島
両
村
地
先
の
海
辺
約
一
○
○
町
歩
の
新
田
開
発
計
画
が
宝
暦
三
年

に
規
模
を
一
五
町
歩
に
縮
小
し
て
よ
う
や
く
許
可
さ
れ
、
同
九
年
に

竣
工
し
た
ば
か
り
で
、
池
上
新
田
と
し
て
同
一
二
年
に
検
地
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
期
に
、
「
我
等
儀
新
田
開
発
御
願
中
上

閑
暇
無
之
候
得
共
、
為
御
為
被
仰
付
候
事
二
侯
ハ
ム
、
御
奉
公
筋
と

奉
存
候
間
、
少
々
も
製
作
可
仕
候
」
と
和
製
砂
糖
の
製
造
に
関
与
す

る
意
志
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
拙
者
方
汐
相
望
候
而

願
申
事
一
一
而
者
無
御
座
候
、
新
田
開
発
二
懸
り
合
居
な
か
ら
又
外
事

二
手
ヲ
出
シ
申
様
一
一
も
被
為
思
召
候
而
〈
迷
惑
仕
候
」
と
、
自
ら
の

法
政
史
学
第
四
十
三
号

事
業
的
野
心
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
う
え
で
、
彼

が
延
享
年
間
か
ら
甘
薦
の
試
植
を
行
っ
て
き
た
理
由
に
つ
い
て
、
「
蒔

く
海
浜
二
宜
物
と
承
候
二
付
、
海
浜
新
田
を
心
掛
中
身
二
者
一
方
助

二
も
相
成
、
又
一
一
一
者
其
頃
御
公
儀
様
一
一
而
植
付
等
被
仰
付
侯
様
子

も
及
承
申
侯
二
付
、
若
土
地
相
応
致
宜
も
出
来
致
候
〈
▲
御
奉
公
筋

一
一
も
可
相
成
、
御
恩
沢
を
少
シ
ハ
報
申
事
も
や
と
存
不
絶
心
掛
申
候

事
二
御
座
侯
」
と
述
べ
、
「
此
度
被
仰
付
一
一
而
可
有
之
侯
〈
Ｌ
、
多

年
之
存
念
相
叶
候
事
と
難
有
奉
存
侯
」
と
田
村
元
雄
の
説
得
を
受
け

入
れ
、
次
の
よ
う
な
請
書
を
差
出
し
て
い
る
。

口
上
認
書

甘
薦
草
之
儀
、
海
辺
之
士
地
一
一
宜
物
と
承
伝
候
二
付
、
拙
者
儀

海
中
新
田
開
発
之
心
掛
御
座
候
間
、
数
年
来
少
々
シ
入
植
付
手

製
仕
候
得
共
、
元
来
種
少
御
座
候
二
付
心
低
一
一
不
仕
候
間
、
猶

又
貴
殿
御
相
伝
を
請
白
黒
砂
糖
和
製
之
所
相
仕
立
申
度
候
、
此

上
御
手
筋
も
御
座
侯
而
御
上
之
御
甘
蕨
苗
頂
載
之
儀
御
願
も
被

下
候
〈
上
、
此
上
も
無
御
座
冥
加
至
極
難
有
可
奉
存
候
、
尤
植

付
之
儀
〈
海
辺
ニ
古
田
新
田
共
二
所
持
仕
候
間
、
近
年
之
内
手

広
二
相
仕
立
申
度
願
二
御
座
侯
、
以
上

宝
暦
十
一
巳
年
五
月
武
州
橘
樹
郡
大
師
河
原
村

百
姓
太
郎
左
衛
門

田
村
元
雄
殿
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こ
の
結
果
、
幸
豊
は
田
村
元
雄
か
ら
製
糖
法
の
伝
授
を
受
け
、
幕

府
所
有
の
廿
蕨
苗
を
分
与
し
て
も
ら
う
こ
と
を
条
件
に
和
製
砂
糖
の

開
産
に
参
画
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
年
一
○
月
に
田
村
元
雄
の
仲
介

に
よ
り
勘
定
所
か
ら
葛
飾
郡
砂
村
新
田
に
植
付
け
て
い
た
甘
蕨
根
株

二
五
株
、
同
茎
一
○
○
○
本
、
翌
月
に
は
浜
御
殿
園
中
に
植
付
け
て

い
た
根
株
一
三
株
、
茎
一
七
五
本
を
分
与
さ
れ
た
。
こ
の
根
株
と
茎

は
翌
年
春
大
師
河
原
村
に
植
付
け
た
が
、
寒
気
が
強
く
、
植
付
け
場

所
が
湿
地
が
ち
で
あ
っ
た
た
め
大
半
を
腐
ら
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

た
め
幸
豊
は
幕
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
甘
藤
の
栽
培
に
つ
い
て
「
又
々

腐
候
而
〈
御
大
切
之
御
種
を
鹿
末
二
仕
候
様
二
相
成
申
候
間
、
外
一
一

望
候
人
も
可
有
之
候
〈
上
、
先
当
年
〈
外
江
譲
り
申
度
」
と
消
極
的

に
な
り
、
田
村
元
雄
に
辞
退
の
意
向
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
翌

一
二
年
一
○
月
、
田
村
元
雄
は
幸
豊
に
対
し
て
「
た
と
ひ
腐
れ
候
と

て
も
御
頂
戴
可
被
成
候
、
皆
腐
れ
申
と
て
も
其
元
の
御
不
調
法
一
一
〈

少
も
相
成
不
申
候
」
と
説
得
し
、
浜
御
殿
園
中
に
植
付
け
て
い
た
根

株
八
○
○
○
株
を
与
え
て
、
甘
蕨
栽
培
を
継
続
さ
せ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
幸
豊
が
甘
蕨
栽
培
に
消
極
的
に
な
っ
た
背
景
は
、
甘

蕨
栽
培
の
技
術
が
い
ま
だ
試
植
の
域
を
出
ず
、
製
糖
の
将
来
性
に
不

安
を
も
っ
て
い
た
こ
と
や
、
同
時
期
に
池
上
新
田
を
は
じ
め
海
辺
新

田
の
開
発
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
幸
豊
に
と
っ
て
甘
蕨
栽
培
に
成
功
す

れ
ば
そ
の
利
益
を
新
田
開
発
資
金
に
充
当
し
得
る
で
あ
ろ
う
と
い
う

和
製
砂
糖
開
産
史
の
研
究
（
仙
石
）

思
惑
が
期
待
外
れ
に
な
っ
た
こ
と
が
か
な
り
影
響
し
て
い
る
と
推
測

さ
れ
る
。

し
か
し
、
幸
豊
は
そ
の
後
も
甘
蕨
栽
培
と
製
糖
技
術
の
修
得
に
努

め
て
い
た
が
、
本
格
的
な
事
業
意
欲
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明

和
一
一
年
（
一
七
六
五
）
江
戸
芝
永
井
町
の
町
医
師
河
野
三
秀
が
製
糖

法
を
編
承
出
し
た
こ
と
を
知
り
、
彼
を
向
宅
に
招
き
製
法
を
論
談

し
、
黒
・
白
砂
糖
の
試
製
に
成
功
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

同
年
一
一
月
、
河
野
三
秀
は
江
戸
町
奉
行
所
に
次
の
よ
う
な
願
書

を
差
出
し
て
い
る
。

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
、
芝
永
井
町
家
主
利
兵
衛
店
河
野
三
秀
申
上
候
、
私
儀
多
年

相
心
掛
ヶ
甘
蕨
作
り
方
井
白
砂
糖
製
造
致
候
、
去
申
年
中
汐
製

造
仕
、
又
候
当
年
製
造
仕
候
処
、
｜
段
宜
川
来
仕
候
、
尤
天
工

開
物
・
農
政
全
書
・
本
草
綱
目
等
一
一
〈
初
黒
砂
糖
一
一
仕
、
右
黒

砂
糖
を
白
砂
糖
二
仕
候
様
一
一
相
見
候
得
共
、
私
製
造
〈
右
之
致

方
一
一
而
無
御
座
最
初
ろ
白
砂
糖
二
製
造
仕
候
、
尤
黒
砂
糖
も
出

来
仕
候
得
共
、
是
又
右
之
書
物
之
通
一
一
〈
出
来
不
仕
候
、
右
両

様
共
一
一
製
造
被
為
仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
勿
論
甘
蕨
植

付
之
義
〈
諸
国
相
応
之
地
面
御
庫
候
間
、
右
之
畑
江
植
付
方
井

白
砂
糖
・
黒
砂
糖
両
種
共
製
方
致
伝
授
、
右
出
来
仕
砂
糖
相
対

売
不
仕
、
私
江
和
製
砂
糖
座
被
為
仰
付
被
下
置
候
〈
Ｌ
難
有
奉
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存
侯
、
然
ル
上
〈
御
運
上
之
義
被
為
仰
付
次
第
差
上
可
申
侯

（
後
略
）

こ
の
願
書
を
提
出
し
た
河
野
三
秀
の
出
自
や
製
糖
法
の
開
発
に
携

っ
た
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
彼
の
製
糖
法
は
田
村
元
雄
の
製
糖

法
よ
り
秀
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
技
術
的
な
裏
付
け
の

も
と
に
甘
藤
栽
培
と
製
糖
法
の
伝
法
を
は
か
り
、
製
造
さ
れ
た
和
製

砂
糖
は
製
糖
人
が
「
相
対
売
」
を
せ
ず
、
河
野
三
秀
名
儀
で
設
置
す

る
和
製
砂
糖
座
で
売
買
で
き
る
よ
う
に
町
奉
行
所
へ
官
許
を
願
い
出

た
も
の
で
あ
る
。
官
許
の
あ
か
つ
ぎ
に
は
幕
府
に
運
上
金
を
上
納
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
方
、
幸
豊
は
河
野
三
秀
の
製
糖
法
と
和
製
砂
糖
座
構
想
に
つ
い

て
翌
一
二
月
伊
奈
半
左
衛
門
役
所
へ
次
の
よ
う
な
願
書
を
差
出
し
て

い
る
。

（
前
略
）
私
儀
五
年
以
前
巳
年
甘
藤
種
被
下
置
候
節
、
於
御
奉

行
所
被
仰
渡
候
へ
出
精
作
立
砂
糖
製
造
仕
出
来
次
第
御
訴
中

上
侯
様
一
一
と
被
仰
渡
候
二
付
、
年
々
手
製
仕
田
村
老
迄
指
出
し

候
得
共
、
是
又
誠
之
砂
糖
一
一
〈
出
来
不
仕
候
、
然
ル
所
一
一

江
戸
芝
永
井
町
家
主
利
兵
衛
店

医
師
河
野
三
秀

右
之
者
当
年
不
斗
参
会
仕
、
糖
製
之
儀
論
談
仕
候
処
、
甘
薦
之

作
方
製
方
功
名
之
由
一
一
御
座
侯
間
、
当
霜
月
上
旬
私
方
江
相

法
政
史
学
第
四
十
三
号

招
、
当
年
私
方
一
一
而
作
候
廿
薦
を
以
製
造
為
仕
、
始
終
共
二
付

居
見
届
ヶ
申
処
、
黒
白
砂
糖
二
種
共
一
一
無
相
違
出
来
仕
候
二
付
、

右
二
品
奉
入
御
覧
候
、
（
中
略
）
右
三
秀
伝
法
之
通
二
仕
候
得

〈
、
当
時
売
買
之
砂
糖
直
段
二
引
合
せ
申
候
而
利
分
も
可
有
御

座
積
二
相
見
へ
申
侯
、
（
中
略
）
三
秀
願
之
趣
く
、
諸
国
二
而
相

応
之
土
地
を
見
立
可
申
上
候
間
廿
薦
植
付
被
為
仰
付
、
製
法
等

之
儀
二
一
一
秀
方
汐
相
伝
仕
和
製
砂
糖
白
黒
共
二
沢
山
二
出
来
致

候
様
二
仕
御
国
益
二
仕
度
旨
を
申
侯
、
尤
其
節
一
一
至
候
〈
上
、

右
伝
法
之
者
共
製
造
之
砂
糖
相
対
売
不
仕
、
三
秀
儀
和
製
砂
糖

座
二
被
為
仰
付
被
下
置
候
様
一
一
と
奉
願
侯
、
左
候
〈
上
相
応
之

御
運
上
も
上
納
仕
候
様
二
仕
度
旨
奉
願
候
、
（
中
略
）
私
儀
〈
先

達
而
甘
藤
種
頂
載
仕
、
其
上
此
度
私
方
一
一
而
製
造
為
仕
相
様
シ

白
黒
砂
糖
無
相
違
川
来
仕
候
二
付
、
御
国
益
之
儀
と
奉
存
御
訴

申
上
侯
（
後
略
）

つ
ま
り
こ
の
願
書
に
よ
る
と
、
幸
豊
は
河
野
三
秀
を
自
宅
に
招
き

砂
糖
の
製
造
を
行
わ
せ
た
と
こ
ろ
間
違
い
な
く
白
・
黒
砂
糖
二
種
が

で
き
た
。
こ
の
結
果
、
田
村
流
の
製
法
で
は
「
誠
之
砂
糖
」
に
な
り

が
た
い
の
に
対
し
て
、
河
野
流
の
製
法
で
は
で
き
あ
が
っ
た
砂
糖
は

売
買
に
も
引
き
合
い
利
益
を
あ
げ
得
て
成
業
化
の
可
能
な
こ
と
を
訴

え
、
こ
れ
を
諸
国
に
拡
布
す
る
に
は
相
応
の
土
地
を
見
立
て
て
甘
藍

を
植
付
け
さ
せ
、
製
糖
技
術
は
河
野
流
の
製
法
を
伝
法
し
、
で
き
あ

八
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が
っ
た
砂
糖
は
河
野
三
秀
名
儀
の
和
製
砂
糖
座
で
一
手
に
販
売
で
き

る
よ
う
に
官
許
す
る
こ
と
を
具
申
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
前
記
の
よ
う
な
具
申
を
し
て
い
る
幸
豊
に
と
っ
て
、

心
底
は
必
ず
し
も
河
野
三
秀
の
製
糖
事
業
構
想
を
積
極
的
に
援
助
す

る
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
明
和
三
年
正
月
、
幸
豊
が
田
沼
意
次
の
家
臣
井
上
寛
司
に

宛
て
た
「
存
寄
書
」
に
よ
る
と
、
三
秀
は
「
逸
徹
成
気
性
之
者
一
一
御

座
候
而
、
見
合
罷
在
候
儀
を
も
と
か
し
く
奉
存
町
奉
行
所
江
三
秀
願

書
差
上
」
げ
た
が
、
「
製
法
之
仕
方
無
造
作
」
で
あ
り
、
和
製
砂
糖

座
も
「
甘
蒔
生
立
砂
糖
製
法
出
来
已
後
売
買
仕
候
節
之
儀
一
一
御
座

侯
、
右
願
之
義
を
甘
蕨
少
ク
御
座
候
而
〈
御
益
一
一
不
相
成
」
と
訴
え
、

当
面
は
甘
薦
の
増
殖
を
は
か
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

両
者
の
間
に
ど
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
か
明
ら
か
で
な
い

が
、
幸
豊
は
こ
の
「
存
寄
書
」
の
中
で
「
私
儀
数
年
来
甘
藤
植
付
作

方
肥
之
仕
方
種
子
之
囲
様
等
之
儀
も
種
々
仕
試
覚
申
候
二
付
、
甘
薦

一
一
相
応
可
仕
土
地
ヲ
見
立
植
立
候
而
、
利
潤
御
座
候
儀
ヲ
百
姓
共
得

と
為
申
聞
、
山
野
之
空
地
或
〈
川
除
堤
又
〈
畑
廻
り
杯
田
地
一
一
不
障

可
然
場
所
江
〈
百
姓
共
出
精
次
第
二
為
植
付
」
、
「
植
付
之
仕
方
手
入

等
之
儀
〈
私
覚
有
之
儀
二
御
座
侯
間
、
所
々
相
廻
指
南
仕
、
利
害
為

申
聞
、
得
心
之
者
江
へ
廿
薦
沢
山
一
一
仕
立
さ
せ
、
百
姓
利
潤
之
程
を

も
能
程
一
一
勘
弁
仕
、
製
法
之
儀
も
油
断
不
仕
、
運
上
指
上
候
儀
も
指

和
製
砂
糖
開
産
史
の
研
究
（
仙
石
）

滞
不
申
様
取
計
、
私
御
奉
公
筋
一
一
仕
度
」
と
述
べ
、
河
野
三
秀
を
差

し
越
し
て
自
ら
甘
蒔
増
殖
・
製
糖
技
術
の
伝
法
・
普
及
を
担
い
た
き

旨
を
表
明
し
て
い
る
。

幸
豊
の
こ
の
よ
う
な
意
欲
は
翌
月
勘
定
所
の
「
甘
薦
一
一
相
応
之
士

地
ヲ
見
立
、
山
野
空
地
或
〈
堤
等
へ
植
付
サ
セ
可
申
由
ヲ
申
候
、
い

つ
れ
の
場
所
ヲ
見
立
候
哉
、
何
方
廻
村
可
仕
存
寄
二
候
哉
」
と
い
う

尋
問
に
対
し
て
、
「
私
所
持
仕
候
苗
ヲ
以
橘
樹
郡
之
内
川
崎
領
・
稲

毛
領
村
々
江
植
付
サ
セ
侯
積
り
、
右
苗
村
点
一
一
而
請
取
植
付
等
之
節

私
指
南
ヲ
請
ヶ
候
様
一
一
被
仰
渡
被
下
、
其
節
〈
廻
村
仕
指
図
可
仕
覚

悟
一
一
御
座
候
、
苗
沢
山
ニ
モ
相
成
候
上
一
一
〈
相
応
之
士
地
ヲ
も
見
立

可
申
上
候
」
と
答
え
、
居
村
近
辺
の
橘
樹
郡
川
崎
・
稲
毛
両
領
の
村

村
か
ら
甘
蕨
栽
培
指
南
を
行
う
意
向
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
幸
豊
は
ま
も
な
く
居
村
近
辺
の
村
々
へ
の
廿
蕨
栽
培
を
実

施
す
る
た
め
勘
定
所
に
願
書
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
た
勘
定

所
で
は
早
速
伊
奈
郡
代
役
所
を
通
じ
て
川
崎
・
稲
毛
・
神
奈
川
三
力

領
の
村
々
に
甘
薦
植
付
け
の
意
向
を
質
す
と
、
川
崎
領
で
は
一
宿
ニ

カ
村
、
稲
毛
領
で
は
一
九
力
村
、
神
奈
川
領
で
は
二
宿
二
力
村
か

ら
植
付
け
希
望
の
請
書
が
出
さ
れ
た
の
で
一
一
一
月
二
一
日
に
幸
豊
の
願

い
を
認
め
、
四
月
に
植
付
け
指
南
に
取
り
か
か
ら
せ
て
い
る
。
こ
の

年
の
成
果
は
「
雨
湿
気
故
一
一
哉
過
半
腐
侯
」
と
い
う
有
様
で
、
植
付

け
甘
蒔
苗
四
五
一
一
株
に
対
し
て
実
際
に
芽
立
ち
し
た
の
は
四
三
株

八
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（
九
・
五
％
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
幸
豊
に
と
っ
て
は
具
体
的
な

廿
蕨
栽
培
伝
法
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
三
月
に
は
、
幸
豊
は
「
甘
藤
植
付
之
積
立
」
と
い
う
甘
蕨

増
殖
仕
法
を
立
案
し
、
田
沼
意
次
の
内
覧
を
経
て
勘
定
所
に
差
出
し

て
い
る
。
こ
の
仕
法
は
初
年
度
に
二
○
○
○
本
の
甘
薦
苗
を
用
意

し
、
こ
れ
を
「
壱
株
二
付
五
本
立
」
に
植
付
け
る
と
収
穫
時
に
は
一

万
本
と
な
る
。
こ
れ
を
一
本
当
り
永
三
文
で
買
い
取
り
、
九
○
○
○

本
は
種
苗
に
囲
い
置
き
、
残
り
一
○
○
○
本
を
製
糖
用
に
当
て
れ
ば

お
よ
そ
二
○
斤
の
砂
糖
が
で
き
る
と
見
込
み
、
二
年
目
に
は
、
初
年

の
根
株
を
二
分
割
し
て
四
○
○
○
株
に
殖
や
し
、
さ
ら
に
前
年
に
囲

い
置
い
た
茎
を
一
本
当
た
り
二
本
に
し
て
植
付
け
る
と
収
穫
時
に
は

二
万
本
と
な
る
。
こ
れ
を
前
年
同
様
に
買
い
取
り
、
一
○
万
本
を

翌
年
の
種
苗
に
用
意
し
、
一
万
本
を
製
糖
用
に
当
て
れ
ば
二
○
○
斤

の
砂
糖
を
製
造
で
き
る
と
見
込
糸
、
三
年
目
に
は
、
前
年
と
同
様
の

仕
法
で
種
苗
を
殖
し
て
植
付
け
る
と
一
一
三
万
本
の
収
穫
と
な
り
、

全
部
製
糖
用
に
当
て
れ
ば
二
万
四
○
○
○
斤
の
砂
糖
が
で
き
、
白
砂

糖
一
斤
に
つ
き
代
銀
一
匁
五
分
、
黒
砂
糖
一
斤
に
つ
き
代
銀
一
匁
で

売
り
捌
け
ば
平
均
六
○
○
両
の
売
上
げ
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
初
年
か

ら
三
年
目
ま
で
の
道
具
代
・
製
法
場
家
作
料
・
燃
料
代
等
の
経
費
一

六
八
両
、
甘
薦
買
い
取
り
代
金
四
○
二
両
を
差
し
引
く
と
三
○
両
の

利
益
を
見
込
め
る
。
四
年
目
以
後
は
前
年
の
根
株
を
二
分
割
し
て
植

法
政
史
学
第
四
十
三
号

付
け
、
収
穫
し
た
甘
蕨
を
全
部
製
糖
用
に
当
て
る
な
ら
ば
、
一
○
年

目
に
は
種
苗
約
一
二
億
五
○
○
万
本
、
収
穫
す
る
甘
蕨
六
二
億
四
六

四
万
本
と
な
る
。
甘
蕨
茎
一
○
○
○
本
当
た
り
白
・
黒
砂
糖
平
均
二

○
斤
製
造
で
き
れ
ば
約
一
億
二
五
○
万
斤
の
砂
糖
と
な
り
、
売
上
げ

は
一
一
二
万
一
一
○
○
○
両
を
見
込
め
、
相
当
の
運
上
金
（
幸
豊
の
計
画

で
は
一
○
○
両
に
つ
き
五
両
の
割
合
）
を
上
納
で
き
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
幸
豊
は
一
○
月
に
二
五
本
の
廿
薦
を
用
い
て
製
造
し
た
砂

糖
を
勘
定
所
に
上
納
し
た
際
に
、
こ
れ
に
基
づ
く
「
砂
糖
和
製
几

積
」
と
い
う
見
積
書
を
提
出
し
て
、
農
民
が
製
糖
を
行
う
場
合
十
分

採
算
の
合
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
具
申
し
、
さ
ら
に
二
月
一
八
日

に
は
、
田
沼
意
次
の
仲
介
で
御
書
院
の
庭
に
お
い
て
砂
糖
の
試
製
を

行
い
、
こ
の
結
果
を
も
と
に
「
砂
糖
製
法
之
儀
」
と
い
う
見
積
書
を

立
案
し
て
提
出
し
、
改
め
て
農
民
に
と
っ
て
渡
世
の
助
成
と
な
り
和

製
砂
糖
の
開
産
・
普
及
が
可
能
な
こ
と
を
具
申
し
て
い
る
。

こ
の
廿
蕨
増
肺
仕
法
を
実
行
す
る
た
め
の
製
糖
人
口
の
拡
大
に
つ

い
て
は
、
同
年
一
二
月
勘
定
所
に
当
面
の
計
画
と
し
て
「
砂
糖
製
法

望
候
者
有
之
候
〈
上
、
名
前
書
付
御
役
所
へ
奉
指
上
候
様
一
一
仕
、
壱

人
前
甘
蕨
種
乃
至
拾
本
宛
も
被
下
置
候
様
二
仕
度
奉
存
候
、
右
伝
授

之
者
几
五
百
人
も
御
座
候
ハ
ム
、
種
五
千
本
一
一
而
行
渡
り
申
候
、
此

旨
御
公
儀
様
御
余
計
之
御
種
被
下
置
候
様
仕
度
奉
存
侯
、
若
又
右
員

数
難
被
下
置
候
儀
二
御
座
侯
〈
上
、
最
初
一
一
而
一
一
一
四
人
宛
も
組
合
拾

八

六

Hosei University Repository



本
宛
も
被
下
置
候
様
仕
度
奉
存
侯
」
と
、
製
糖
希
望
者
に
公
儀
種
苗

の
分
与
を
願
い
出
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
う
廿
薦
栽
培
の
技
術
指
導
に

つ
い
て
は
、
幸
豊
自
身
が
「
御
触
流
等
も
被
成
下
候
上
一
一
而
〈
、
た

と
ひ
遠
国
一
一
御
座
侯
共
、
相
望
候
者
多
人
数
有
之
候
ハ
ム
、
私
罷
越

委
細
伝
法
仕
候
」
と
願
い
出
て
、
本
格
的
な
甘
藍
増
殖
と
製
糖
技
術

の
伝
法
に
努
め
る
決
意
を
披
瀝
し
て
い
る
。

幸
豊
が
明
和
三
年
に
本
格
的
に
和
製
砂
糖
の
開
産
と
伝
法
・
普
及

に
取
り
組
む
決
意
を
し
た
背
景
に
は
、
ま
ず
河
野
三
秀
の
製
糖
法
を

修
得
し
て
将
来
的
な
成
業
化
に
見
通
し
が
立
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
彼
自
身
新
田
開
発
に
意
欲
を
持
っ
て
い
て
、
「
砂
糖
沢
山
一
一
出

来
為
仕
度
奉
願
侯
趣
意
へ
御
公
儀
御
入
用
不
相
懸
、
山
野
河
海
何

国
一
一
而
も
御
新
田
開
発
出
来
之
た
め
一
一
仕
度
心
付
」
と
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
製
糖
に
よ
る
収
益
を
各
地
の
新
田
開
発
の
普
請
料
に
充
当

す
る
意
図
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
で
「
蒔
く
海
浜
一
一
宜
物
と
承
候
一
一

付
、
海
浜
新
田
を
心
掛
申
身
一
一
〈
一
方
助
―
―
も
相
成
」
る
の
で
、
甘

蕨
は
手
入
れ
を
よ
く
す
れ
ば
「
畑
壱
反
歩
二
蕨
壱
万
本
程
も
出
来
仕

候
二
付
、
壱
本
之
代
永
三
分
二
仕
候
而
も
金
一
一
一
両
程
二
者
罷
成
候
巾

一
一
御
座
侯
、
肥
代
を
引
候
而
も
手
間
代
程
者
御
座
候
物
」
で
あ
り
、

「
秋
之
末
二
苅
出
シ
瓜
・
茄
子
ヲ
駅
場
へ
持
出
売
候
様
成
義
二
罷

成
、
百
姓
共
渡
世
之
扶
ケ
ニ
罷
成
義
と
奉
存
侯
」
と
い
う
よ
う
に
、

商
品
作
物
と
し
て
の
価
値
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

和
製
砂
糖
開
産
史
の
研
究
（
仙
石
）

池
上
幸
豊
に
と
っ
て
明
和
三
年
は
前
述
の
よ
う
に
和
製
砂
糖
の
開

産
と
普
及
に
本
格
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
両
期
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
明
和
四
年
に
一
万
五
○
○
○
本
余
の
廿
蕨
を
囲
い
置
く

ま
で
に
な
っ
た
幸
豊
は
、
い
よ
い
よ
全
国
的
な
甘
蕨
栽
培
法
と
製
糖

法
の
伝
法
を
実
行
す
る
計
画
を
立
て
、
明
和
五
年
三
月
に
勘
定
所
へ

次
の
よ
う
な
廻
村
伝
法
願
い
を
提
出
し
て
い
る
。

（
前
略
）

さ
ら
に
、
幸
豊
は
宝
暦
二
年
に
田
村
元
雄
の
製
糖
法
の
普
及
役
と

し
て
推
薦
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
の
立
案
し
た
甘
蕨
増
殖
仕
法
な
ど
の

計
両
が
田
村
元
雄
が
親
し
く
し
て
い
た
田
沼
意
次
の
内
覧
を
経
て
勘

定
所
へ
提
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
幸
豊
の
決
意
の
背

後
に
は
田
沼
意
次
の
政
策
的
な
意
向
が
は
た
ら
い
て
い
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
延
享
三
年
に
甘
蕨
苗
を
入
手
以
来
製

糖
法
の
修
得
に
努
め
、
宝
暦
二
年
田
村
元
雄
の
製
糖
法
の
伝
授
を

受
け
和
製
砂
糖
開
産
の
普
及
役
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
幸
豊
は
、

明
和
二
年
河
野
一
一
一
秀
の
製
糖
法
を
修
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
翌
一
一
一

年
か
ら
幕
府
の
和
製
砂
糖
開
産
・
普
及
政
策
を
在
野
に
お
い
て
推
進

す
る
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

二
池
上
幸
豊
と
製
糖
法
の
伝
法

八
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法
政
史
学
第
四
十
三
号

『
和
製
砂
糖
伝
法
之
儀
、
諸
国
一
円
一
一
被
仰
渡
無
之
候
而
〈

事
狭
相
成
、
随
而
〈
御
国
益
も
少
御
座
候
二
付
、
御
料
所
之

分
不
残
砂
糖
製
法
為
伝
授
相
廻
候
趣
、
相
対
を
以
謝
礼
金
壱

（
分
）

人
一
別
金
三
歩
宛
差
出
候
外
何
二
而
も
入
用
不
相
懸
趣
共
得
心

一
一
而
伝
法
望
侯
も
の
〈
、
其
所
御
支
配
ノ
ー
江
名
前
書
出
、

夫
よ
り
地
方
御
役
所
へ
御
取
揃
之
上
私
へ
被
仰
渡
、
伝
法
之

儀
〈
右
名
前
書
を
以
其
最
寄
へ
罷
越
、
伝
法
人
拾
人
余
宛
も

相
揃
置
、
製
法
之
儀
一
子
之
外
他
江
相
伝
仕
間
敷
旨
証
文
取

候
上
伝
授
仕
、
謝
礼
金
請
取
可
申
候
、
尤
去
年
作
立
候
廿
藤

井
浜
御
庭
之
甘
藤
被
下
置
候
分
と
も
壱
万
五
千
本
余
囲
置
候

間
、
伝
法
之
儀
井
種
甘
薦
渡
方
等
之
儀
左
之
通
御
座
候
、
勿

論
私
壱
人
一
一
而
手
廻
兼
侯
ハ
ム
、
伝
法
人
之
内
慥
成
者
を
差

遣
伝
法
為
仕
候
様
一
一
も
仕
度
是
又
奉
申
上
候

伝
法
人
数
凡
千
人
一
一
而
種
一
一
可
相
渡
分

一
、
甘
薦
壱
万
本
程
但
、
壱
人
二
付
拾
本
ツ
ム

右
同
断
製
法
之
分

一
、
同
三
千
本
程

是
者
製
法
伝
法
望
人
拾
人
程
ツ
ュ
最
寄
へ
集
、
甘
薦
三
拾

本
程
シ
Ｌ
差
出
黒
白
砂
糖
製
法
、
右
望
之
者
共
一
一
も
手
製

為
仕
無
残
所
相
伝
可
仕
候

右
渡
方
製
法
之
分
共
甘
薦
壱
万
三
千
本
程
之
内
、
製
法
之
分

〈
私
持
参
可
仕
候
得
共
、
種
二
相
渡
候
分
望
之
者
名
前
相
知

次
第
在
所
迄
地
方
御
役
所
御
送
り
状
を
以
差
遣
候
積
り
、
右

取
方
之
儀
〈
私
引
請
相
勤
、
運
送
賃
銭
之
儀
者
謝
礼
金
之
内

在
請
取
侯
様
仕
度
奉
存
候

一
、
謝
礼
金
之
儀
、
相
伝
人
数
千
人
一
一
而
金
七
百
両
余
一
一
も
相

成
候
間
、
右
金
子
〈
地
方
御
役
所
江
相
納
、
外
貸
附
金
同
様

一
一
仕
在
方
江
御
貸
附
被
成
下
、
右
利
分
〈
新
田
開
発
可
致
者

江
御
吟
味
之
上
新
田
為
普
請
料
無
利
足
一
一
御
貸
渡
被
下
侯
〈

上
、
出
来
兼
候
新
田
も
容
易
二
出
来
仕
、
御
益
二
相
成
可
申

儀
奉
存
候

一
、
謝
礼
金
請
取
候
儀
、
伝
法
人
千
人
有
之
金
七
百
両
余
一
一
も

相
成
候
事
一
一
而
、
私
旅
中
持
参
仕
候
儀
無
覚
束
奉
存
候
間
、

場
所
一
一
而
請
取
候
上
其
村
役
人
江
預
置
、
御
年
貢
金
納
候
節

其
支
配
御
役
所
江
相
納
、
夫
汐
地
方
御
役
所
江
御
達
御
座
候

様
仕
度
候
、
併
大
坂
御
金
蔵
納
等
二
相
成
候
村
有
之
私
方
江

於
場
所
請
取
帰
着
之
節
相
納
候
様
仕
度
侯
、
尤
金
子
預
書
付

正
金
共
一
同
勘
定
仕
候
上
、
右
金
子
之
内
汐
私
場
所
動
日
数

を
以
木
銭
・
米
代
・
筆
墨
・
紙
代
弁
廿
薦
附
送
駄
賃
銭
帳
面

を
以
御
渡
被
下
、
且
又
望
之
者
江
相
渡
候
種
甘
薦
運
送
賃
銭

之
分
〈
其
時
々
右
金
子
之
内
汐
請
取
申
度
奉
存
候

一
、
江
戸
・
京
・
大
坂
三
ヶ
津
町
人
之
内
二
も
砂
糖
製
法
望
候

八
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者
有
之
候
〈
上
、
甘
薦
〈
私
持
参
仕
和
製
砂
糖
伝
法
仕
、
諸

事
在
方
村
々
同
様
取
計
候
様
仕
度
奉
存
候

一
、
私
儀
五
年
以
前
申
ノ
年
、
一
色
安
芸
守
様
御
懸
リ
ニ
而
所

新
田
為
見
立
被
差
遣
候
節
馬
壱
疋
・
人
足
壱
人
被
下
置
候
、

此
度
砂
糖
製
法
被
仰
付
侯
ハ
ム
、
右
諸
道
具
も
持
参
仕
、
殊

遠
国
迄
も
罷
越
候
儀
二
付
、
人
足
壱
人
相
増
被
下
置
候
様
仕

度
奉
願
侯
（
後
略
）

こ
の
願
書
の
要
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

日
伝
法
は
諸
国
の
幕
府
直
轄
領
一
円
に
行
う
こ
と
を
目
標
に
し
て

当
面
千
人
の
製
糖
希
望
者
を
募
り
代
官
所
に
届
け
出
さ
せ
、
代
官

所
で
は
名
前
書
を
作
成
し
て
地
方
役
所
（
関
東
郡
代
役
所
）
に
提

出
し
、
地
方
役
所
は
こ
れ
を
幸
豊
に
引
き
渡
す
。

ロ
幸
豊
は
名
前
書
を
も
と
に
製
糖
希
望
者
の
最
寄
地
に
廻
村
し
て

伝
法
す
る
。
こ
の
と
き
製
糖
用
の
甘
鳶
は
幸
豊
が
持
参
し
、
種
苗

は
地
方
役
所
の
送
付
状
を
つ
け
て
幸
豊
が
在
所
へ
駅
送
す
る
。

ロ
製
糖
法
の
伝
法
を
受
け
る
者
に
は
、
一
子
の
外
他
に
相
伝
し
な

い
旨
の
証
文
を
提
出
さ
せ
（
明
和
三
年
一
二
月
の
立
案
で
は
伝
法

を
受
け
た
者
の
糸
に
製
糖
を
許
し
、
他
へ
の
相
伝
は
禁
止
）
、
謝

礼
金
一
一
一
分
を
納
付
さ
せ
る
（
同
じ
く
明
和
三
年
一
二
月
の
立
案
で

は
金
二
両
で
あ
る
）
。

四
謝
礼
金
は
一
旦
地
方
役
所
へ
納
め
た
う
え
在
方
に
貸
付
け
、
そ

和
製
砂
糖
開
産
史
の
研
究
（
仙
石
）

の
利
息
は
新
田
開
発
を
行
う
者
へ
普
請
料
と
し
て
無
利
息
で
貸
付

け
ろ
。

⑤
伝
法
中
に
受
け
取
っ
た
謝
礼
金
の
処
理
は
、
そ
の
所
の
村
役
人

に
預
け
置
き
、
年
貢
納
入
時
に
代
官
所
を
経
由
し
て
地
方
役
所
に

納
め
さ
せ
る
。

㈹
幸
豊
の
勤
務
日
数
に
応
じ
た
木
銭
・
米
代
・
筆
墨
紙
代
・
廿
藤

付
け
送
り
駄
賃
銭
な
ど
の
経
費
は
伝
法
終
了
後
精
算
す
る
が
、
甘

薦
苗
の
運
送
賃
銭
は
そ
の
時
々
に
謝
礼
金
の
内
よ
り
受
け
取
る
。

㈲
関
東
郡
代
役
所
の
支
配
外
の
江
戸
・
京
・
大
坂
の
製
糖
希
望
者

に
も
在
方
と
同
様
に
伝
法
す
る
。

㈹
伝
法
中
に
は
幸
豊
に
馬
一
疋
と
人
足
二
人
を
与
え
る
。

こ
の
よ
う
な
廻
村
伝
法
願
に
対
し
て
勘
定
所
で
は
同
月
中
に
、
謝

礼
金
を
金
二
分
に
引
き
下
げ
、
そ
の
使
途
は
廻
村
伝
法
入
用
に
の
ゑ

引
き
当
て
る
こ
と
を
決
め
、
そ
の
他
は
幸
豊
の
願
い
を
聞
き
届
け
、

ま
ず
江
戸
・
武
蔵
・
相
模
・
下
総
・
上
総
・
安
房
・
常
陸
・
上
野
・

下
野
・
伊
豆
・
甲
斐
・
陸
奥
・
出
羽
諸
国
の
幕
府
直
轄
領
を
支
配
す

る
代
官
所
と
預
所
へ
製
糖
希
望
者
を
募
る
た
め
次
の
よ
う
な
触
流
し

を
行
っ
て
い
る
。

（
前
略
）
此
度
伊
奈
備
前
守
支
配
所
武
州
橘
樹
郡
大
師
河
原
村

百
姓
太
郎
左
衛
門
砂
糖
製
法
心
懸
居
候
二
付
、
右
伝
法
諸
国
へ

相
弘
メ
度
之
旨
相
願
候
二
付
、
松
右
近
将
監
殿
江
申
達
、
先
関

八
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東
筋
・
江
戸
町
方
望
候
者
へ
相
伝
い
た
し
候
積
り
御
下
知
相
済

候
二
付
、
左
之
国
女
御
料
所
村
々
江
も
相
触
、
望
候
者
名
前
備

前
守
地
方
所
へ
差
出
、
其
上
二
而
大
郎
左
衛
門
其
場
所
江
相
廻

り
伝
法
い
た
し
、
為
謝
礼
金
二
分
シ
Ｌ
伝
授
請
候
も
の
る
御
代

官
所
・
御
預
所
江
取
立
備
前
守
地
方
役
所
へ
可
被
相
納
候

武
蔵
・
相
模
上
野
下
野
安
房
上
総

下
総
常
陸
甲
斐
伊
豆
陸
奥
出
羽

右
国
々
御
代
官
所
・
御
預
所
之
相
望
候
も
の
名
前
備
前
守
地
方

役
所
江
差
出
、
其
殿
御
勘
定
所
江
も
可
被
相
届
候
（
後
略
）

ま
た
、
江
戸
市
中
に
も
同
趣
旨
の
町
触
が
出
さ
れ
、
「
町
中
家
持

〈
不
及
申
、
借
屋
・
店
か
り
・
裏
々
召
仕
等
迄
不
洩
様
申
聞
」
せ
る

よ
う
に
と
布
令
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
明
和
五
年
に
は
廻
村
伝
法
体
制
は
整
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
が
、
管
見
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
九
月
ま
で
に
駿
河
国
富
士
郡
今

泉
村
八
右
衛
門
、
下
野
国
佐
野
郡
小
曽
戸
村
又
八
、
相
模
国
高
座
郡

新
戸
村
庄
兵
術
の
製
糖
希
望
者
が
出
た
だ
け
で
、
当
初
に
目
論
見
し

た
希
望
者
数
に
程
遠
い
情
況
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
伝
法
に
際
し
て
の

謝
礼
金
は
幸
豊
の
徳
用
に
当
て
る
も
の
で
、
伝
法
は
「
畢
覚
為
渡
世

売
薬
杯
之
法
ヲ
弘
メ
侯
」
も
の
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
た
風
評
が
江
戸

市
中
に
流
布
し
た
こ
と
が
重
な
っ
た
た
め
か
、
結
局
こ
の
年
の
廻
村

伝
法
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

法
政
史
学
第
四
十
三
号

と
こ
ろ
で
、
こ
の
廻
村
伝
法
と
は
御
用
違
い
で
あ
っ
た
が
、
同
年
四

月
、
幸
豊
は
高
松
藩
主
松
平
讃
岐
守
頼
恭
の
要
望
に
よ
り
江
戸
藩
邸

に
お
い
て
藩
士
吉
原
半
蔵
に
製
糖
法
の
伝
授
を
行
っ
て
い
る
。
「
和

製
砂
糖
一
件
御
用
相
勤
来
候
由
緒
書
」
に
よ
る
と
、
「
明
和
五
子
年

四
月
中
、
和
製
砂
糖
伝
法
之
義
、
松
平
讃
岐
守
様
津
而
御
所
望
一
一
両

永
御
出
入
一
一
も
被
仰
付
侯
間
、
右
二
付
御
近
習
吉
原
半
蔵
殿
江
委
細

伝
法
仕
候
、
右
製
法
之
砂
糖
追
々
手
広
二
出
来
、
民
用
一
一
も
相
成
、

他
領
江
御
差
出
被
成
候
節
者
御
掛
合
之
上
差
図
ヲ
詩
御
売
捌
可
被
成

旨
、
御
同
役
倉
知
弥
次
郎
殿
井
御
用
人
矢
野
源
右
衛
門
殿
御
加
印
之

一
札
、
於
御
殿
二
堀
多
仲
殿
御
立
合
一
一
而
御
渡
シ
被
成
、
其
後
為
御

挨
拶
と
白
銀
二
枚
被
下
置
候
事
、
但
、
此
壱
ヶ
条
〈
御
用
筋
一
天
無

之
候
得
共
、
四
国
辺
江
伝
法
最
初
之
儀
二
付
、
一
ト
通
相
認
申
置
候

儀
二
御
座
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
は
吉
原
半
蔵
が
提
出

し
た
次
の
よ
う
な
「
砂
糖
伝
授
法
二
付
差
出
一
札
」
に
よ
っ
て
裏
付

け
ら
れ
る
。

（
前
欠
）

其
元
儀
、
従
前
々
御
入
魂
二
致
候
二
付
、
砂
糖
製
之
儀
承
申
度

存
候
処
、
伝
法
之
儀
者
難
言
成
由
一
一
而
、
廿
簾
取
扱
之
始
末
物

語
り
、
其
上
合
薬
壱
色
申
請
度
存
候
、
然
ル
上
者
此
已
後
向
分

工
夫
を
以
製
法
致
覚
白
黒
砂
糖
出
来
候
共
、
其
元
御
物
語
を
以

工
夫
成
就
可
致
儀
二
付
、
御
伝
授
有
之
候
同
様
二
相
心
得
可
申

九
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候右
御
物
語
之
次
第
一
子
之
外
他
言
致
間
舗
候
、
但
拙
者
手
伝
之

者
老
人
御
物
語
之
趣
為
申
聞
置
致
候
二
付
、
此
者
儀
一
子
之
外

他
一
一
一
一
口
致
間
舗
旨
之
証
文
取
之
指
遣
候
、
右
之
外
決
而
他
言
致
間

舗
候
、
尤
唯
今
迄
旦
那
領
地
之
内
一
一
而
砂
糖
製
法
致
候
者
壱
人

も
無
之
候
、
此
已
後
枇
他
之
伝
法
を
以
和
製
砂
糖
出
来
候
杯
と

申
儀
領
分
一
一
お
ゐ
て
く
決
而
致
せ
申
間
舗
候

右
砂
糖
出
来
之
上
民
用
一
一
も
相
成
、
旦
那
領
知
之
外
江
も
指
出

候
様
一
一
罷
成
候
節
者
其
元
被
掛
合
候
而
指
図
を
請
可
申
候
、
御

沙
汰
不
申
他
領
江
決
而
指
出
申
間
舗
候

右
之
通
少
も
違
乱
致
間
舗
候
、
為
後
証
佃
如
件

明
和
五
子
年
四
月

吉
原
半
蔵
④

証
人
倉
知
弥
次
郎
④

池
上
太
郎
左
衛
門
殿
御
子
息

池
上
太
郎
右
衛
門
殿

右
之
通
相
違
無
之
候
、
以
上

矢
野
源
右
衛
門
⑩

高
松
藩
で
は
宝
暦
年
間
か
ら
藩
医
池
田
玄
丈
に
命
じ
て
製
糖
法
の

調
査
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
そ
の
成
果
を
あ
げ
る
ま
で
に
至
ら
な
か

っ
た
。
そ
こ
へ
明
和
五
年
三
月
、
幸
豊
が
幕
府
直
轄
領
へ
の
廻
村
伝

法
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
藩
主
が
「
達
而
御
所
望
」
し
吉
原

和
製
砂
糖
開
産
史
の
研
究
（
仙
石
）

半
蔵
を
遣
わ
し
製
糖
法
の
伝
授
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
と
き
幸
豊
の
行
っ
た
伝
法
の
仕
方
は
甘
薦
の
取
り
扱
い
や
製
糖
の

仕
方
に
関
す
る
理
論
伝
授
で
あ
っ
た
の
で
、
吉
原
半
蔵
は
「
甘
薦
取

扱
方
之
始
末
御
物
語
」
と
製
造
の
際
に
用
い
る
「
合
薬
」
を
頂
戴
で

き
れ
ば
、
自
分
で
製
糖
の
工
夫
を
行
い
た
い
と
し
て
い
る
。
自
ら
伝

授
さ
れ
た
内
容
は
一
子
の
外
は
他
一
一
一
一
Ｍ
せ
ず
、
「
手
伝
之
者
壱
人
」
に
つ

い
て
も
同
様
の
証
文
を
提
出
さ
せ
る
。
ま
た
、
将
来
和
製
砂
糖
が
で

き
た
と
き
に
は
こ
れ
は
幸
豊
の
伝
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
周

知
さ
せ
、
さ
ら
に
砂
糖
が
民
用
に
な
る
程
製
造
し
、
他
国
へ
も
販
売

す
る
と
き
に
は
幸
豊
と
相
談
の
う
え
行
う
こ
と
を
誓
約
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
高
松
藩
で
は
藩
主
導
に
よ
る
製
糖
法
の
開
発
を
す
す

め
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
は
、
池
田
玄
丈
の
門
弟
向
山
周
慶

が
前
年
に
上
方
で
幸
豊
に
伝
授
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
製
糖
法
を
も

と
に
小
規
模
な
砂
糖
の
試
製
に
成
功
し
、
さ
ら
に
寛
政
元
年
二
七

八
九
）
冬
に
製
造
し
た
砂
糖
を
藩
に
献
上
す
る
に
及
ん
で
、
同
藩
で

は
翌
年
に
周
慶
に
達
書
を
与
え
、
藩
内
へ
の
製
糖
法
伝
法
を
命
じ
て

い
る
。
以
来
、
高
松
藩
の
和
製
砂
糖
製
造
は
急
速
に
進
承
、
寛
政
六

年
に
は
讃
岐
の
黒
砂
糖
と
し
て
大
坂
に
出
荷
さ
れ
、
享
和
元
年
二

八
○
一
）
に
は
す
で
に
米
・
綿
・
雑
穀
・
塩
と
と
も
に
砂
糖
は
藩
営

事
業
の
主
要
な
国
産
品
と
し
て
江
戸
・
大
坂
へ
の
販
売
師
の
対
象
に

な
っ
て
い
た
。

九
一
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こ
の
よ
う
に
高
松
藩
に
お
け
る
和
製
砂
糖
の
成
業
化
の
背
景
に
幸

豊
の
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
後
述
の
三
回
に
わ
た
る
廻

村
伝
法
や
自
宅
に
お
け
る
伝
法
に
よ
っ
て
和
製
砂
糖
の
開
産
・
普
及

に
果
た
し
た
役
割
の
重
要
性
を
お
し
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
明
和
五
年
の
廻
村
伝
法
の
中
止
以
後
、
幸
豊
は
翌
年
か
ら

自
宅
に
お
い
て
も
製
糖
法
の
伝
法
を
始
め
た
。

池
上
家
文
書
「
糖
製
伝
法
人
」
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
明
和
六
年
一

一
月
に
駿
河
国
富
士
郡
今
泉
村
八
右
衛
門
以
下
六
名
が
記
さ
れ
て
い

る
。
内
訳
は
江
戸
一
名
、
甲
斐
三
名
、
駿
河
二
名
で
あ
る
。
さ
ら
に

明
和
七
年
に
は
武
蔵
二
名
、
陸
奥
一
名
、
明
和
八
年
に
は
武
蔵
一

名
、
下
野
一
名
、
安
永
二
年
に
は
越
後
一
名
と
い
う
よ
う
に
伝
法
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
伝
法
人
数
は
、
幸
豊
が
当
初
計
画
し
た
よ
り
も

極
め
て
希
望
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
現
地
に
廻
村
せ
ず
、
自
宅
に

お
い
て
伝
法
を
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
明
和
九
年
に
な
る
と
、
武
蔵
・
下
総
・
下
野
・
常
陸

の
幕
府
直
轄
領
・
私
領
の
村
々
か
ら
伝
法
希
望
者
が
出
て
き
た
た

め
、
同
年
二
月
再
び
こ
れ
ら
の
村
々
へ
の
廻
村
伝
法
願
を
提
出
し
、

安
永
一
一
一
年
（
一
七
七
四
）
二
月
勘
定
所
の
許
可
を
得
て
、
二
月
一
一
七

日
か
ら
三
月
一
一
七
日
ま
で
廻
村
し
、
下
総
五
名
、
常
陸
一
名
、
下
野

四
名
、
武
蔵
二
名
の
合
計
一
二
名
に
伝
法
し
た
。
ま
た
、
旅
中
に
持

参
し
た
甘
薦
苗
が
根
枯
れ
し
た
た
め
帰
村
後
改
め
て
種
苗
を
送
り
伝

法
政
史
学
第
四
十
三
号

法
を
約
束
し
た
者
が
一
○
名
（
下
総
・
常
陸
各
五
名
）
も
い
た
。

こ
れ
が
幸
豊
に
よ
る
第
一
回
目
の
廻
村
伝
法
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

成
果
に
つ
い
て
は
「
銚
子
表
・
常
陸
杯
〈
相
応
一
一
出
来
仕
、
江
戸
表

へ
も
差
出
侯
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
一
応
所
期
の
目
的
を
果
た

し
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
の
伝
法
は
甘
薦
の
栽
培

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
幸
豊
は
安
永
四
年
四
名
（
江
戸
一
名
、
下
総
一
名
、
下

野
二
名
）
、
同
五
年
五
名
（
武
蔵
一
名
、
上
野
二
名
、
出
羽
一
名
、

陸
奥
一
名
）
、
同
七
年
二
名
（
武
蔵
・
信
濃
各
一
名
）
、
同
八
年
武
蔵

二
名
、
天
明
一
一
一
年
二
名
（
江
戸
・
下
野
各
一
名
）
、
同
六
年
江
戸
一

名
と
、
安
永
四
年
か
ら
天
明
六
年
ま
で
に
一
六
名
に
自
宅
伝
法
を
行

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
こ
の
よ
う
に
伝
法
希
望
者
の
増
加
を
見
込
め
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
や
、
安
永
三
年
の
廻
村
伝
法
の
経
験
も
あ
っ
て
、
幸
豊
は

安
永
七
年
二
月
東
海
道
筋
・
畿
内
・
中
国
筋
へ
の
廻
村
伝
法
願
を

出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
願
い
は
す
ぐ
に
実
現
せ
ず
、
天
明
六

年
二
月
に
改
め
て
提
出
し
た
廻
村
伝
法
願
が
四
月
に
勘
定
所
に
許
可

さ
れ
、
第
二
回
目
の
廻
村
伝
法
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
廻
村
は
四
月
一
三
日
に
大
師
河
原
村
を
出
立
し
八
月
五
日
に

帰
村
し
て
い
る
が
、
廻
村
中
の
伝
法
人
数
は
七
七
名
（
駿
河
四
名
、

遠
江
一
一
名
、
大
坂
一
一
名
、
京
一
一
一
名
、
山
城
五
三
人
、
近
江
八
名
、
美

九
一

一
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濃
三
名
、
信
濃
一
名
、
甲
斐
一
名
）
で
あ
る
。
こ
の
内
と
く
に
山
城

国
に
は
伝
法
希
望
者
が
集
中
し
て
い
る
。
幸
豊
自
身
は
こ
れ
ら
へ
の

伝
法
を
行
う
か
た
わ
ら
、
勘
定
所
か
ら
内
命
さ
れ
て
い
た
廿
薦
植
付

地
の
見
立
て
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
ち
な
糸
に
山
城
国
で
伝
法

を
受
け
た
者
の
階
層
は
五
三
名
中
四
九
名
が
庄
屋
、
四
名
が
年
寄
で

あ
る
。
他
国
の
者
も
同
様
の
階
層
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推

察
す
れ
ば
、
幕
府
は
甘
薦
を
新
た
な
商
品
作
物
と
し
て
育
成
し
、
あ

わ
せ
て
山
城
国
を
中
心
に
し
た
畿
内
及
び
そ
の
周
辺
に
製
糖
業
の
振

興
を
は
か
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
池
上
家
文
書
「
和
製
砂
糖
諸
用
留
拾
」
の
天
明
六
年
一

○
月
の
記
載
に
「
上
方
一
一
而
伝
法
人
大
勢
有
し
、
大
意
一
冊
板
行
」

し
た
と
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
大
意
」
と
は
『
砂
糖
伝
法
大
意
」

と
い
う
幸
豊
の
刊
行
し
た
製
糖
手
引
書
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
、
廻

村
伝
法
の
際
に
、
製
糖
伝
法
用
の
甘
薦
は
持
参
し
た
が
、
植
付
け
用

は
帰
村
後
大
師
河
原
村
よ
り
送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

大
勢
の
伝
法
人
に
製
糖
法
修
得
を
促
す
た
め
に
配
布
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
本
の
内
容
は
、
重
要
な
部
分
は
「
口
伝
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
も
と
に
甘
鳶
栽
培
・
砂
糖
製
造
を
試
ゑ
て
も
う
ま
く
い

く
と
は
思
え
な
い
内
容
で
あ
る
が
、
初
め
て
の
基
本
的
な
手
引
書
と

も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
幸
豊
の
直
接
的
な
伝
法
と
あ
わ
せ
て
利

用
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

和
製
砂
糖
開
産
史
の
研
究
（
仙
石
）

さ
て
、
二
回
目
の
廻
村
伝
法
後
、
幸
豊
は
天
明
七
年
に
駿
河
二

名
、
下
野
一
名
に
自
宅
伝
法
を
行
っ
た
が
、
天
明
八
年
に
は
駿
河
国

富
士
郡
周
辺
か
ら
伝
法
希
望
が
い
た
こ
と
や
、
す
で
に
伝
法
を
受
け

て
い
た
者
か
ら
甘
藤
増
殖
仕
法
の
伝
法
依
頼
が
あ
り
、
さ
ら
に
幸
豊

自
身
こ
の
地
で
の
「
植
付
置
候
場
所
見
届
、
当
年
製
法
可
仕
分
と
来

春
之
苗
一
一
可
仕
と
の
分
量
も
見
計
、
作
立
方
之
指
図
等
仕
度
」
と
の

理
由
で
、
第
三
回
目
の
廻
村
伝
法
願
を
勘
定
所
に
提
出
し
て
い
る
。

勘
定
所
で
は
前
回
の
廻
村
伝
法
の
事
後
処
理
が
滞
っ
て
い
る
こ
と
を

理
由
に
廻
村
に
は
難
色
を
示
し
て
い
た
が
、
甘
薦
植
付
方
の
担
当
が

幸
豊
の
師
成
島
道
筑
の
子
忠
八
郎
と
忠
八
郎
の
養
子
仙
蔵
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
五
月
に
願
い
は
許
可
さ
れ
、
同
月
晦
日
に
大
師
河

原
村
を
出
立
し
、
駿
河
で
七
名
、
相
模
で
二
名
、
甲
斐
で
一
名
、
合

計
一
○
名
に
伝
法
を
行
い
、
七
月
一
日
に
帰
村
し
て
い
る
。

ち
な
糸
に
、
こ
の
廻
村
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
作
立
て
状
況
の

調
査
で
は
、
富
士
郡
今
泉
村
長
右
衛
門
の
場
合
は
、
明
和
六
年
に
父

八
右
衛
門
が
す
で
に
伝
法
を
受
け
て
廿
薦
栽
培
を
継
続
し
て
い
た
の

で
、
同
郡
五
ヶ
村
に
七
四
四
○
本
の
芽
立
ち
が
あ
り
、
当
冬
の
製
糖

用
に
六
四
四
○
本
、
来
春
の
種
苗
に
一
○
○
○
本
を
当
て
る
程
に
な

っ
て
い
た
。
ま
た
、
天
明
六
年
に
自
宅
伝
法
を
受
け
て
い
た
今
泉
村

唯
七
は
一
四
○
本
、
同
郡
島
並
村
幸
右
衛
門
・
要
次
郎
は
三
七
○

本
、
駿
東
郡
伏
見
村
星
屋
喜
左
衛
門
は
九
七
○
本
、
さ
ら
に
天
明
七

九
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年
に
廿
薦
苗
を
分
与
さ
れ
た
今
泉
村
惣
右
衛
門
は
四
九
○
本
、
同
郡

島
見
塚
村
市
郎
右
衛
門
・
与
兵
衛
両
人
分
は
二
八
○
本
に
増
殖
し
て

い
た
。
幸
豊
が
伝
法
し
た
駿
河
国
で
は
天
明
八
年
に
は
九
六
九
○
本

の
廿
藤
を
生
育
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
駿
河
国
は

富
士
郡
今
泉
村
を
中
心
に
廿
簾
栽
培
が
順
調
に
行
わ
れ
、
幸
豊
の
伝

法
成
果
が
最
も
あ
が
っ
た
地
域
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
幸
豊
は
三
回
目
の
廻
村
伝
法
後
は
専
ら
向
宅
伝
法
の
み
行

っ
た
が
、
寛
政
元
年
か
ら
同
一
○
年
に
没
す
る
ま
で
一
一
三
名
（
武
蔵

四
名
、
相
模
一
名
、
伊
豆
二
名
、
常
陸
三
名
、
一
一
一
河
一
名
、
紀
伊
一

名
、
丹
波
二
名
、
陸
奥
二
名
、
肥
前
二
名
、
土
佐
一
名
、
国
名
不
明

四
名
）
に
伝
法
し
て
い
る
。

こ
の
中
に
は
享
保
年
間
か
ら
和
製
砂
糖
の
開
産
を
模
索
し
て
い
た

土
佐
藩
の
製
糖
業
を
再
興
し
た
馬
詰
権
之
助
親
音
が
い
た
。

（
天
明
）

池
上
家
文
書
「
和
製
砂
糖
一
件
御
用
相
勤
来
候
山
緒
書
」
に
「
同

九
酉
年
正
月
中
、
松
平
土
佐
守
様
・
肥
前
島
原
松
平
主
殿
頭
様
よ
り

砂
糖
製
伝
之
儀
御
願
二
付
、
御
家
来
中
江
伝
法
可
致
旨
、
右
御
用
掛

り
成
島
忠
八
郎
様
よ
り
御
達
し
一
一
付
、
夫
々
取
締
証
文
受
取
之
伝
授

仕
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
松
平
士
佐
守
の
家
来
と
は
馬
詰
親
音
で
あ

る
。
こ
の
伝
法
に
つ
い
て
は
「
馬
詰
親
脊
日
記
」
の
寛
政
元
年
二
月

二
九
日
の
条
に
「
御
暇
奉
願
御
馬
拝
借
仕
、
川
崎
池
上
太
郎
左
衛
門

方
へ
罷
越
、
尤
大
郎
左
衛
門
数
代
浪
人
一
一
而
砂
糖
製
候
事
仕
覚
候
一
一

法
政
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付
、
去
年
天
下
へ
右
之
製
法
弘
め
候
様
被
仰
付
、
依
之
右
弟
子
二
相

成
候
唱
二
而
罷
越
候
、
砂
糖
之
伝
法
口
授
等
承
之
、
為
謝
礼
金
二
百

疋
遣
之
、
右
謝
礼
之
儀
も
上
よ
り
御
詫
被
仰
出
候
而
有
之
也
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
藩
命
に
よ
り
幸
豊
か
ら
伝
法
を
受
け
た
こ
と
明
ら
か

（
週
）

で
あ
る
。

ま
た
、
幸
豊
は
寛
政
二
年
八
月
か
ら
来
春
ま
で
江
川
太
郎
左
衛
門

代
官
所
支
配
の
八
丈
島
の
久
五
郎
を
製
糖
見
習
人
と
し
て
受
け
入
れ

て
い
る
。

そ
の
と
き
江
川
代
官
所
か
ら
幸
豊
に
宛
て
ら
れ
た
達
書
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

江
川
太
郎
左
衛
門
代
官
所

伊
豆
国
附
八
丈
島

百
姓
久
五
郎

右
者
此
度
甘
薦
植
附
砂
糖
製
法
之
儀
、
伊
奈
右
近
将
監
支
配

所
武
州
池
上
新
田
池
上
太
郎
左
衛
門
方
江
当
時
汐
来
春
迄
罷

越
為
見
習
、
往
女
島
方
之
も
の
江
申
教
候
〈
Ｌ
島
方
渡
世
之

筋
一
一
も
可
相
成
趣
を
以
、
久
五
郎
逗
留
中
御
扶
持
方
被
下

置
、
植
附
製
法
為
見
習
申
度
段
申
立
被
相
伺
候
二
付
、
右
之

段
本
弾
正
大
粥
殿
江
中
上
候
処
、
伺
之
通
申
渡
、
久
五
郎
逗

留
中
壱
人
扶
持
被
下
候
段
是
又
可
申
渡
旨
仰
渡
侯
、
尤
池
上

太
郎
左
衛
門
江
も
右
砂
糖
等
伝
授
可
致
旨
申
渡
候
様
右
近
将

九
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監
江
相
達
置
候
間
、
得
其
意
出
精
い
た
し
伝
授
可
請
旨
久
五

郎
江
可
被
申
渡
候

右
之
通
於
御
勘
定
所
被
仰
渡
候
間
、
右
久
五
郎
差
遣
条
、
甘
藤

植
附
砂
糖
製
法
之
儀
見
習
伝
授
請
候
様
心
を
添
教
為
習
候
様
可

致
侯
、
以
上

戊
八
月
什
一
日

江
川
太
郎
左
衛
門

役
所
④

池
上
新
田

池
上
太
郎
左
衛
門

江
川
代
官
所
が
支
配
地
の
八
丈
島
に
甘
薦
を
植
付
け
製
糖
業
を
興

す
た
め
勘
定
所
の
許
可
を
得
て
幸
豊
の
も
と
に
久
五
郎
を
製
糖
見
習

人
と
し
て
遣
わ
し
た
事
例
で
あ
る
。

一
方
、
前
述
の
「
糖
製
伝
法
人
」
に
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
幕
府

役
人
に
対
し
て
も
伝
法
し
て
い
る
。

「
和
製
砂
糖
一
件
御
用
相
勤
来
侯
由
緒
書
」
に
よ
る
と
、
「
（
寛
政
）（
喜

二
戊
年
二
月
、
吹
上
御
奉
行
明
楽
鉄
之
亟
様
御
支
配
筆
頭
役
木
村
又

之
）

助
様
、
役
人
目
付
坂
田
伝
兵
衛
殿
、
御
掃
除
之
も
の
小
右
衛
門
殿
、

忠
蔵
殿
、
小
普
請
方
之
も
の
嘉
左
衛
門
殿
、
半
六
殿
、
右
六
人
之
衆

江
吹
上
甘
薦
御
試
之
製
法
掛
り
被
仰
付
侯
間
、
製
法
伝
授
可
致
旨
御

小
納
戸
御
頭
取
森
川
甲
斐
守
様
村
上
志
摩
守
様
御
立
合
一
一
而
被
仰
渡

候
二
付
、
伝
法
可
仕
旨
成
島
仙
蔵
様
よ
り
被
仰
度
伝
法
仕
候
事
」
と

和
製
砂
糖
開
産
史
の
研
究
（
仙
石
）

あ
り
、
「
吹
上
甘
薦
御
試
之
製
法
掛
」
に
新
任
し
た
役
人
に
伝
法
を

命
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
出
て
く
る
木
村
又
助
（
喜
之
）
は
同
年

一
二
月
幕
命
に
よ
り
紀
州
へ
製
糖
法
普
及
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
が
、

そ
の
際
に
も
幸
豊
の
も
と
に
立
ち
寄
り
製
糖
法
に
つ
い
て
伝
法
を
乞

う
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
は
製
糖
を
終
え
て
い
た
た
め
、
前

年
に
製
造
し
た
白
砂
糖
・
紅
砂
糖
二
品
と
前
述
の
八
丈
島
の
久
五
郎

が
製
造
し
た
白
砂
糖
を
見
せ
、
さ
ら
に
製
法
の
次
第
を
書
付
に
し
て

与
え
て
い
る
。
木
村
又
助
は
幸
豊
か
ら
の
伝
法
と
紀
州
で
の
経
験
を

も
と
に
寛
政
九
年
「
砂
糖
製
作
記
」
と
い
う
製
糖
技
術
書
を
刊
行
し

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
尽
力
で
紀
州
で
は
寛
政
一
二
年
に
「
砂
糖

方
」
が
設
置
ざ
れ
和
製
砂
糖
の
成
業
化
が
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
明
和
三
年
か
ら
本
格
的
な
和
製
砂
糖

の
開
産
と
普
及
に
取
り
組
ん
で
き
た
幸
豊
は
寛
政
一
○
年
に
没
す
る

ま
で
に
二
○
余
カ
国
の
一
五
二
名
に
伝
法
し
、
そ
の
後
寛
政
期
か
ら

化
政
期
に
か
け
て
盛
業
化
す
る
高
松
藩
・
土
佐
藩
・
紀
州
藩
な
ど
の

製
糖
業
の
成
立
に
対
し
て
、
そ
の
萌
芽
期
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

の
で
あ
る
。

三
結
び
に
か
え
て

わ
が
国
に
お
け
る
和
製
砂
糖
の
開
産
は
、
長
崎
貿
易
に
よ
る
正
貨

九
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そ
こ
で
幸
豊
は
甘
薦
の
増
殖
と
製
糖
技
術
の
伝
法
に
あ
た
っ
て

は
、
幕
府
か
ら
必
要
最
小
限
度
の
経
費
を
支
給
さ
れ
る
だ
け
で
、
殆

ん
ど
自
費
で
行
っ
て
い
る
。

一
方
、
幸
豊
が
和
製
砂
糖
の
開
産
・
普
及
を
果
た
す
た
め
抱
い
て

の
海
外
流
失
抑
制
策
と
し
て
国
産
化
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
、
こ
れ

が
享
保
改
革
期
に
殖
産
興
業
策
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

こ
の
事
業
は
幕
府
の
主
導
で
は
じ
ま
っ
た
が
、
財
政
経
済
上
の
事

情
も
あ
っ
て
そ
の
実
質
的
な
開
産
と
普
及
は
在
野
に
委
ね
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

か
か
る
中
で
、
成
島
道
筑
に
師
事
し
、
新
田
開
発
を
行
い
殖
産
興

業
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
池
上
幸
豊
が
田
村
元
雄
の
推
薦
に
よ
っ
て
甘

薦
栽
培
と
製
糖
法
の
普
及
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
田
沼

意
次
の
後
援
も
あ
っ
て
、
幕
府
の
お
し
す
す
め
る
和
製
砂
糖
の
開
産

と
普
及
を
実
質
的
に
担
う
地
位
を
得
た
の
で
あ
る
。

幸
豊
が
和
製
砂
糖
の
開
産
と
普
及
へ
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
た
根

底
に
は
、
当
初
、
甘
薦
は
新
田
の
作
付
け
作
物
と
し
て
有
利
で
あ

り
、
商
品
作
物
と
し
て
認
識
し
、
栽
培
を
広
め
る
な
ら
ば
農
民
の
渡

世
の
扶
助
に
な
り
、
こ
れ
が
全
国
的
に
普
及
し
製
糖
業
が
成
立
し
た

あ
か
つ
き
に
は
収
益
の
一
部
を
新
田
開
発
の
助
成
に
あ
て
よ
う
と
す

る
構
想
が
あ
っ
た
。

法
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史
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い
た
構
想
は
、
白
甘
薦
植
付
地
の
拡
大
と
甘
蕨
増
殖
を
第
一
に
考

え
、
ロ
製
糖
人
口
の
育
成
と
拡
大
を
は
か
る
た
め
の
製
糖
人
の
組
織

化
と
道
具
・
肥
料
な
ど
の
購
入
資
金
の
貸
付
け
仕
法
、
白
製
造
さ
れ

た
和
製
砂
糖
の
流
通
統
轄
機
関
と
し
て
の
砂
糖
座
の
設
立
、
で
あ
っ

た
。ロ
と
白
の
構
想
は
財
政
経
済
上
の
事
情
や
輸
入
砂
糖
の
流
通
を
担

っ
て
い
た
薬
種
問
屋
と
の
関
係
も
あ
っ
て
、
幸
豊
の
再
三
に
わ
た
る

出
願
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
幸
豊
は
和
製
砂
糖
業

の
確
立
に
つ
い
て
、
技
術
的
な
伝
法
の
承
に
か
か
わ
ら
ず
経
営
上
の

立
場
か
ら
も
計
画
を
立
案
し
、
幕
府
に
は
た
ら
き
か
け
て
い
る
の
で

あ
る
。こ
の
よ
う
な
幸
豊
の
和
製
砂
糖
の
開
産
と
普
及
に
対
す
る
取
り
組

糸
は
、
や
が
て
寛
政
期
以
降
各
地
に
甘
藤
の
栽
培
が
盛
ん
に
な
り
、

製
糖
業
が
成
立
し
て
和
製
砂
糖
が
輸
入
を
凌
駕
す
る
ま
で
に
発
展
さ

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
基
盤
を
築
く
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の

で
あ
る
。

註（
１
）
わ
が
国
に
お
け
る
砂
糖
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
天
平
勝
宝
八
年

（
七
五
八
）
、
光
明
皇
后
が
聖
武
天
皇
の
遺
品
な
ど
を
東
大
寺
に
施
入

し
た
際
記
録
さ
れ
た
東
大
寺
献
物
帳
中
の
「
奉
盧
舎
那
仏
種
を
薬
帳
」

に
、
六
○
種
に
及
ぶ
薬
種
の
一
つ
と
し
て
「
蕨
糖
一
一
斤
十
二
両
一
一
一
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分
井
椀
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
現
在
知
ら
れ
る
初
め
て
の
記

録
例
で
あ
る
。

（
２
）
古
代
か
ら
の
甘
味
料
と
し
て
は
、
蜜
。
飴
・
甘
葛
煎
が
あ
る
。
と

く
に
甘
葛
煎
は
「
延
喜
式
」
に
伊
賀
国
を
は
じ
め
一
二
ヵ
国
の
貢
進

国
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
藤
原
行
成
の
「
権
記
」
の
長
保
二
年
（
一

○
○
○
）
正
月
七
日
の
条
に
、
「
秋
田
城
立
用
不
動
可
作
官
府
、
付

甘
葛
煎
使
、
送
出
羽
守
義
理
朝
臣
許
」
と
あ
り
、
朝
廷
か
ら
甘
葛
煎

使
を
派
遣
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
貢
納
物
と
し
て
の
重
要
性
を
う
か

が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

中
世
に
お
け
る
砂
糖
の
利
用
例
と
し
て
は
、
京
都
の
神
官
鈴
鹿
家

の
「
鈴
鹿
家
記
」
応
永
元
年
（
一
一
一
一
九
四
）
の
一
二
月
二
九
日
の
条

に
、
「
若
狭
両
人
ヨ
リ
御
歳
暮
一
一
白
砂
糖
三
十
斤
上
ル
」
と
あ
り
、

御
歳
暮
の
贈
物
に
砂
糖
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
鹿
苑
目
録
』

に
も
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
三
月
一
九
日
に
茶
屋
三
郎
大
郎
よ
り

砂
糖
一
桶
が
贈
ら
れ
た
記
事
を
初
出
と
し
、
砂
糖
の
贈
答
が
頻
雑
に

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
『
信
長
記
』
に
も
土
佐
国
長

曽
我
部
氏
よ
り
信
長
に
三
千
斤
の
砂
糖
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
例
は
砂
糖
の
普
及
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
応
永
年
間

に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
『
庭
訓
往
来
』
や
、
『
蔭
涼
軒
目
録
』
の
長

禄
三
年
（
一
四
五
九
）
の
記
事
に
砂
糖
羊
葵
を
点
心
に
用
い
て
い
た

と
あ
り
、
ま
た
、
大
永
年
間
（
一
五
二
一
～
二
七
）
成
立
の
『
七
十

一
番
歌
合
』
に
は
、
市
中
で
砂
糖
饅
頭
を
売
る
人
の
図
が
描
か
れ
て

い
て
、
砂
糖
の
利
用
が
一
般
庶
民
の
食
生
活
に
ま
で
普
及
し
て
き
た

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

和
製
砂
糖
開
産
史
の
研
究
（
仙
石
）

（
３
）
岩
生
成
一
「
江
戸
時
代
の
砂
糖
貿
易
に
つ
い
て
」
（
「
日
本
学
士
院

紀
要
」
第
三
一
巻
一
号
）

（
４
）
島
正
三
監
修
『
元
禄
本
農
業
全
書
』
。

（
５
）
栗
田
元
次
「
新
井
白
石
の
文
治
政
治
』
所
収
。

（
６
）
山
脇
悌
二
郎
『
近
世
日
中
貿
易
史
の
研
究
』
。

（
７
）
中
道
等
編
「
川
崎
市
史
産
業
編
』
所
収
。

（
８
）
『
徳
川
実
紀
」
第
九
編
（
吉
川
弘
文
館
）
。

（
９
）
池
上
家
文
書
「
砂
糖
伝
法
人
」
（
川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
所
蔵
）

に
初
め
て
記
さ
れ
て
い
る
。

（
、
）
池
上
幸
豊
の
和
製
砂
糖
開
産
と
普
及
に
関
す
る
研
究
は
、
中
道
等

編
『
川
崎
市
史
産
業
編
』
、
同
著
『
従
五
位
池
上
幸
豊
小
伝
』
、
樋

口
弘
『
日
本
糖
業
史
』
、
渡
辺
光
重
「
近
世
糖
業
と
池
上
太
郎
左
衛

門
幸
豊
」
（
「
経
済
史
研
究
」
第
一
六
巻
一
号
所
収
）
、
柵
稿
「
池
上

幸
豊
と
和
製
砂
糖
に
つ
い
て
」
（
「
法
政
史
論
」
第
四
号
所
収
）
、
同

「
池
上
幸
豊
の
製
糖
経
営
構
想
に
つ
い
て
」
（
「
法
政
史
論
」
第
七
号

所
収
）
、
同
「
池
上
幸
豊
と
和
製
砂
糖
の
拡
布
に
つ
い
て
」
（
村
上
直

先
生
還
暦
記
念
『
日
本
地
域
史
研
究
』
所
収
）
、
四
国
民
家
博
物
館
研

究
所
編
「
讃
岐
及
び
周
辺
地
域
の
砂
糖
製
造
用
兵
と
砂
糖
し
め
小

屋
・
釜
屋
八
調
査
報
告
書
Ｖ
」
が
あ
る
。

（
Ⅱ
）
『
徳
川
実
紀
』
第
九
編
。

（
皿
）
池
上
家
文
書
（
川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
所
蔵
）
。
な
お
、
以
下

に
お
い
て
と
く
に
こ
と
わ
り
の
な
い
史
料
は
池
上
家
文
書
に
よ
る
。

（
Ｂ
）
平
尾
道
雄
『
土
佐
藩
工
業
経
済
史
』
所
収
。

九
七
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